
径級cｍ

　　１．◎印の基準材を採材する。但し、曲り腐れ等により基準材が採材できない場合は打出しを行い、

　　　　基準材を採材する。

　　２．柱材も前記と同様に採材する。また、直材及び柱径級であれば一番玉に限らない。

　　３．高品質材の採材は森林官または監督職員の指示を受けること。

　　４．長級に延寸を６～１０ｃｍ加えて採材すること。

　　５．市況動向に応じ、採材を変更する場合がある。

　　《椪積基準表》

材長 ２．０ｍ ４．０ｍ ６～７ｍ

その他

Ｎ 　　留意事項

その他 　　１．椪の大きさは、上記の基準表を目安に椪積みを完了させ、ペンキ等で帯状に塗布し明らかにする。

Ｌ
　　２．椪積みにあたっては、木口を揃え、荷崩れ防止の措置を講ずること。

その他 　　３．その他特殊材、システム販売材等については、その都度指示を受けるものとする。

Ｎ

低質材

採材寸法
摘要

１８～２２ 通し柱適材

採材方針樹種材種
長級ｍ
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４．０ ２０上

１６上 システム販売

４．０ ９上

2.0-4.0 全 システム販売低質材

４．０

４．０ ２０上

造　材　寸　法　表
伊豆森林管理署

９上 システム販売

６．０

一般材

システム販売

◎ ４．０

一般材

４．０ｍ

150～200材積（㎥） 10～15 15～25 5～10

材長 ２．０ｍ

材積（㎥） 50～100


